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平成27年度補   正予算を追加議案で再審議
2月臨時会　賛成５・反対10で否決

2
月
22
日
に
臨
時
会
が

開
か
れ
、
付
議
さ
れ
た
平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
の
内
に
「
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
」
が
含
ま

れ
て
い
た
。

10
名
の
議
員
が
質
疑
を

行
い
、
芝
生
産
管
理
機
、

産
業
振
興
機
構
や
鳥
取

大
学
と
の
連
携
な
ど
多
く

の
こ
と
に
質
疑
が
集
中
し

た
。採

決
の
結
果
５
対
10
で

否
決
さ
れ
、「
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
」
に
係
わ

る
部
分
を
削
除
し
た
も
の

が
再
上
程
さ
れ
、
可
決
し

た
。

反
対　

高
塚
議
員

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
に
つ
い
て
は
2

月
15
日
に
初
め
て
聞
い
た
。
内
容
の
説
明
責

任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
使
い
道

を
考
え
る
べ
き
。

賛
成　

語
堂
議
員

少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

全
て
を
否
決
す
る
の
は
如
何
な
も
の
か
と
考

え
賛
成
し
ま
す
。

反
対　

小
椋
議
員

加
速
化
交
付
金
に
は
も
っ
と
審
議
が
必

要
、
も
う
少
し
み
ん
な
と
協
議
を
し
な
が
ら

真
剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

賛
成　

井
木
議
員

町
長
は
議
会
へ
説
明
が
不
十
分
だ
と
陳
謝

さ
れ
た
。
芝
結
束
機
は
労
働
力
不
足
の
解
消

の
た
め
賛
成
す
る
。

反
対　

青
亀
議
員

誤
っ
た
先
行
型
を
始
め
、
加
速
化
さ
せ
る

暴
走
は
許
さ
れ
な
い
。
問
題
点
を
直
視
し
て

我
が
町
の
産
業
政
策
を
考
え
る
べ
き
。

起立採決による審議の結果
大　平　高　志 ×

澤　田　豊　秋 ○

桑　本　賢　治 ×

語　堂　正　範 ○

山　田　義　男 ×

藤　堂　裕　史 ○

藤　本　則　明 ×

新　藤　登　子 ×

高　塚　　　勝 ×

川　本　正一郎 ×

小　椋　正　和 ×

手　嶋　正　巳 ×

青　亀　壽　宏 ×

桑　本　　　始 ○

井　木　　　裕 ○

前　田　智　章 議
○＝賛成　×＝反対　議＝議長　	

討

論

芝生産管理機（試作機）
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平成27年度補   正予算を追加議案で再審議地 方 創 生
加速化交付金

3月定例会（追加議案）　賛成13・反対２で可決

3
月
定
例
会
最
終
日

に
、
２
月
臨
時
会
で
否
決

さ
れ
た
「
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
」
の
補
正
予
算

が
、
国
の
交
付
決
定
を
受

け
再
度
上
程
さ
れ
た
。

臨
時
会
で
も
質
疑
が
多

く
あ
っ
た
、
芝
生
産
管
理

機
、
旧
以
西
小
学
校
を

活
用
し
た
宿
泊
研
修
施
設

設
計
費
、
関
西
方
面
で
放

映
さ
れ
る
Ｔ
Ｖ
番
組
制
作

委
託
費
に
質
疑
が
集
中
し

た
。4

名
の
議
員
が
賛
・
否

の
討
論
を
行
っ
た
の
ち
採

決
、
13
対
２
で
可
決
と

な
っ
た
。
可
決
後
に
急

き
ょ
地
方
創
生
調
査
特
別

委
員
会
を
開
き
、「
執
行

に
あ
た
っ
て
は
議
会
地
方

創
生
調
査
特
別
委
員
会
と

十
分
協
議
の
上
実
施
す
る

こ
と
」
の
附
帯
決
議
を
提

出
、本
会
議
で
可
決
し
た
。

反
対　

高
塚
議
員

関
西
の
テ
レ
ビ
放
映
、
結
構
な
こ
と
だ
が

工
夫
が
足
り
な
い
。

以
西
小
学
校
を
わ
ざ
わ
ざ
改
造
し
て
と
い

う
こ
と
を
思
う
と
、
や
は
り
こ
れ
は
問
題
が

あ
る
と
思
い
反
対
で
す
。

賛
成　

川
本
議
員

町
長
以
下
執
行
部
の
意
欲
に
敬
意
を
表

し
、
賛
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
委
託
内

容
そ
の
他
詳
細
を
早
く
整
備
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

反
対　

青
亀
議
員

国
か
ら
の
補
助
金
が
１
０
０
％
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
安
易
に
踏
み
出
し
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
後
年
度
負
担
の
警
告
も
含
め
て
私
は

反
対
し
た
い
。

賛
成　

語
堂
議
員

町
民
の
健
康
と
主
要
産
業
の
活
性
化
、
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
私
は

賛
成
す
る
。

起立採決による審議の結果
大　平　高　志 ○

澤　田　豊　秋 ○

桑　本　賢　治 ○

語　堂　正　範 ○

山　田　義　男 ○

藤　堂　裕　史 ○

藤　本　則　明 ○

新　藤　登　子 ○

高　塚　　　勝 ×

川　本　正一郎 ○

小　椋　正　和 ○

青　亀　壽　宏 ×

前　田　智　章 ○

桑　本　　　始 ○

井　木　　　裕 ○

手　嶋　正　巳 議
○＝賛成　×＝反対　議＝議長　	

討

論

宿泊研修施設が予定されている旧以西小学校
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平成28年度当初予算

歳　入
105億

5,500万円

歳　出
105億

5,500万円

人件費 14.94%

公債費
14.18%

地方交付税
38%

使用料・負担金等
2%

地方譲与税等
4%国県支出金

22%

町債
9%

町税
16%

繰入金
6%

その他
3%

繰出金
10.48%

維持補修費
0.02%

普通建設事業費
13.87%
普通建設事業費
13.87% 投資的経費

13.92%
投資的経費
13.92%

その他
12.38%
その他
12.38%

災害復旧費
0.04%
災害復旧費
0.04%

積立金 1.61%積立金 1.61%

貸付金 0.16%貸付金 0.16%

予備費 0.13%予備費 0.13%

扶助費
14.36%

物件費
16.22%

義務的経費
43.48%
義務的経費
43.48%

依存財源
72%

自主財源
28%
自主財源
28%

消費的経費
30.22%

補助費
14.00%

３月７日から 22 日まで３月定例会が開かれた。
町長が掲げる３つのテーマ「希望を持ち安心安全・

心豊かに暮らせる『まち』づくり」「夢を育み明日の
ふるさとを支える『ひと』づくり」「地域に元気と潤
いをもたらす『しごと』づくり」を設定し編成された
予算について審議を行った。

地方創生関連事業、地域おこし協力隊関連事業、集
落支援員活動事業、国際交流コーディネーター関連事
業、自治センター設置事業、ふるさと創生塾、結婚・
新生活支援事業など、幅広く議論された。最終日に、
４名の議員が賛成・反対の討論を行った。

定
例
会

一般会計予算の中身

105億5,500万円一般会計

70億9,991万円特別会計

6億4,519万円企業会計

平成28年度　会計別予算の状況	 （単位：千円）	
区        　　  分 平成 28年度 平成27年度 増　減　額 増　減　率

一 般 会 計 10,555,000 10,062,000 493,000 4.9%
特 別 会 計 7,099,910 6,642,930 456,980 6.9%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,694,560 2,640,350 54,210 2.1%
住宅新築資金等貸付事業特別会計 18,187 16,618 1,569 9.4%
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 272,707 266,585 6,122 2.3%
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,516,376 1,245,535 270,841 21.7%
介 護 保 険 特 別 会 計 2,276,105 2,154,612 121,493 5.6%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 197,463 199,215 △ 1,752 △ 0.9%
船 上 山 発 電 所 管 理 特 別 会 計 26,503 26,500 3 0.0%
八 橋 財 産 区 特 別 会 計 28 28 0 0.0%
浦 安 財 産 区 特 別 会 計 15 15 0 0.0%
下 郷 財 産 区 特 別 会 計 6 6 0 0.0%
上 郷 財 産 区 特 別 会 計 6 6 0 0.0%
古 布 庄 財 産 区 特 別 会 計 6 6 0 0.0%
赤 碕 財 産 区 特 別 会 計 19,917 21,188 △ 1,271 △ 6.0%
成 美 財 産 区 特 別 会 計 14,452 9,176 5,276 57.5%
安 田 財 産 区 特 別 会 計 6,776 7,446 △ 670 △ 9.0%
以 西 財 産 区 特 別 会 計 56,803 55,644 1,159 2.1%

水 道 事 業 会 計（企業会計） 645,197 567,537 77,660 13.7%
収 益 的 支 出 271,901 276,300 △ 4,399 △ 1.6%
資 本 的 支 出 373,296 291,237 82,059 28.2%
合　　　　　計 18,300,107 17,272,467 1,027,640 6.9%



― 5 ―第48号　2016年 5月 1日　ことうら議会だより

賛否が分かれた議案・請願・陳情の起立採決による審議の結果
審議結果 大

平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

語
堂
　
正
範

山
田
　
義
男

藤
堂
　
裕
史

藤
本
　
則
明

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

川
本
正
一
郎

小
椋
　
正
和

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

手
嶋
　
正
巳

賛
成
反
対

議
　
　
　
案

琴浦町交通安全基本条例の制定について 原案
可決 13 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

琴浦町役場の位置を定める条例の一部改正
について

原案
可決 12 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × 議

琴浦町特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正について

原案
可決 12 3 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 議

琴浦町国民健康保険税条例の一部改正につ
いて

原案
可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

債権の放棄（琴浦町住宅新築資金等貸付金）
について

原案
可決 13 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 議

平成２８年度琴浦町一般会計予算 原案
可決 13 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

平成２８年度琴浦町国民健康保険特別会計
予算

原案
可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

平成２８年度琴浦町住宅新築資金等貸付事
業特別会計予算

原案
可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

平成２７年度琴浦町一般会計補正予算（第
１３号）

原案
可決 13 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

請
願

TPP協定を国会で批准しないことを求め
る請願 不採択 5 10 × × × × ○ × ○ ○ × ○ × ○ × × × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。　　○＝賛成　　×＝反対　　　議＝議長

反
対　

高
塚
議
員

同
和
地
区
及
び
出
身
者
に
限
定
し
た

施
策
を
廃
止
、
必
要
な
も
の
は
一
般
化

す
べ
き
。
臨
時
職
員
に
対
す
る
雇
用
的

差
別
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
補
助
金

に
見
直
し
が
不
十
分
。

賛
成　

新
藤
議
員

移
住
定
住
と
企
業
誘
致
に
が
ん
ば
っ

て
も
ら
え
る
予
算
に
な
っ
て
い
る
の
で

賛
成
し
ま
す
。

反
対　

青
亀
議
員

前
年
度
最
終
予
算
に
比
べ
、
５
億

６
千
万
円
少
な
い
収
入
見
積
り
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
制
約
を
受
け
る
。

同
和
特
別
対
策
は
、
町
民
の
批
判
の
的

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
世
界
の
進
歩
に
合
せ

た
町
政
の
改
革
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

賛
成　

小
椋
議
員

少
子
化
対
策
、
小
学
校
跡
地
活
用
対

策
、
安
心
安
全
な
道
路
環
境
整
備
な
ど

今
後
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に

賛
成
す
る
。

討

論

当
初
予
算
に
対
す
る
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こ
の
た
び
、
議
長
に
就
任
し
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共
に
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
ま
す
。

本
年
は
地
方
創
生
始
動
年
度
で
あ
り
、
執
行
部
は
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
着
実

に
実
践
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
議
会
は
二
元
代
表
制
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
事
業
の
成
果
を
検
証
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

執
行
部
と
議
会
が
一
体
と
な
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ま
ご
理
解
と
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
副
議
長
に
選
出
さ
れ
身
が
引
き
締
ま
る
お
も
い
で
あ
り
ま
す
。

副
議
長
の
職
務
は
地
方
自
治
法
に
「
議
長
に
事
故
あ
る
時
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
副
議

長
が
議
長
の
職
務
を
行
う
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
私
は
そ
の
職
務
を
全
力
で
全
う
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
の
琴

浦
町
選
出
の
３
名
の
議
員
の
１
人
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
琴
浦
町
は
勿
論
、
中
部

発
展
に
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

琴
浦
町
議
会　

議
長

手　

嶋　

正　

巳

琴
浦
町
議
会　

副
議
長

高　

塚　
　
　

勝

大
平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

語
堂
　
正
範

山
田
　
義
男

藤
堂
　
裕
史

藤
本
　
則
明

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

川
本
正
一
郎

小
椋
　
正
和

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

手
嶋
　
正
巳

琴浦町議会

議 会 運 営 委 員 会 ○ ● ◎ ● ● ●

常任委員会

総 務 ● ◎ ● ● ○ ● ● ● ● ● ●
教 育 民 生 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ◎ ●
農 林 建 設 ● ○ ● ● ● ● ◎ ● ● ●
広 報 ○ ● ● ◎ ● ●

特別委員会
企業誘致推進 ● ○ ● ◎ ● ●
地方創生調査 ● ● ○ ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ●

議 会 選 出 監 査 委 員 ●
中 部 ふ る さ と 広 域 連 合 議 会 議 員 ● ● ●
鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員 ●

◎委員長　　◯副委員長　　●委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今回から、1議員 2常任委員会以上の所属となりました。

議会構成一覧表

新体制スタート
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請願・陳情
番号 件　　名 提出者 紹介議員 要　　旨 委員会

付　託
委員会
の意見 結　果

請願
第1号

TPP 協 定 を 国 会
で批准しないこと
を求める請願

農民運動鳥取
県連合会
代表者

今市　　潔

青亀　壽宏
川本正一郎
新藤　登子

国会決議に違反す
る TPP 協定の批准
は行わないこと

農林建設 国において判
断すべきもの。 不採択

陳情
第1号

軽度外傷性脳損傷
･ 脳しんとうの周
知と予防、その危
険性や予後の相談
の出来る窓口など
の設置を求める陳
情

軽度外傷性脳
損傷仲間の会
代表

藤本久美子

軽度外傷性脳損傷・
脳しんとう周知と
予防、危険性や予
後の相談窓口を設
置すること

教育民生

教育現場にお
いては、周知
等は実施済み
であり、相談
窓口は県で設
置している。

不採択

陳情
第2号

旅客自動車運送事
業に係る安全体制
の 整 備 に つ い て
( 陳情 )

倉吉市
足羽　佑太

旅客自動車運送事
業法にて輸送の安
全性を確保し、利
用者・乗務員の安
全を守る対策を講
じること

総務 願意は妥当と
認める 採　択

陳情
第3号

精神障がい者の交
通運賃割引制度の
適用を求める意見
書提出に関する陳
情書

鳥取県精神障
害者家族会連
合会
会長

濱崎　智熙

身体・知的障がい
者の JR 等の交通運
賃の割引制度を精
神障がい者にも拡
大すること

教育民生 願意は妥当と
認める 採　択

陳情
第4号

「最低賃金の改善
と中小企業支援の
拡充を求める意見
書」の採択を求め
る陳情書

鳥取県労働組
合総連合
議長

田中　　暁

地域から経済の好
循環を実現するた
め、最低賃金の改
善と中小企業支援
の拡充を行うこと

総務 願意は妥当と
認める 採　択

陳情
第5号

未来の有権者のた
めの、模擬投票所
設置に関する陳情

Kids Vot ing 
japan
代表

寒川　友貴

未来の有権者のた
め、 選 挙 期 間 中、
模擬投票所を投票
所に設置すること

総務
投票所へ設置
すべきもので
はない

不採択

請願と陳情の違いは？

行政に対する要望や意見があるときは、誰でも請願や陳情を出すことができます。
議員の紹介があるものを ｢請願｣ といい、紹介がないものを ｢陳情｣ といいます。
請願・陳情は要件を満たしていれば受理され、本会議または委員会で審議され、本会議において ｢採
択｣ または ｢不採択｣ となります。
採択されたものは、国等の関係機関に多くの場合意見書として送付されます。
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３
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

一
般
会
計
予
算
な
ど
、
議
案
に
つ

い
て
各
課
よ
り
説
明
を
受
け
審
査

し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
７

反
対
１
で
可
決
さ
れ
た
。

反
対
の
意
見
で
は
、「
歳
入
見
込

み
が
過
少
、
同
和
対
策
が
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
」
な
ど

が
あ
っ
た
。

財
産
区
特
別
会
計
は
全
会
一
致

で
可
決
。

｢

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る

安
全
体
制
の
整
備
に
つ
い
て｣
の

陳
情
は
、
規
制
緩
和
で
安
易
に
事

業
参
入
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
が
一
因
で
、
よ
り
安
全
性
を
高

め
る
た
め
本
陳
情
は
全
会
一
致
で

可
決
。

｢

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書｣

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
は
、
意

見
書
で
は
最
低
賃
金
１
，
０
０
０

円
以
上
と
な
っ
て
い
た
が
、
引
き

上
げ
る
こ
と
で
全
会
一
致
で
可
決

と
な
っ
た
。

｢

未
来
の
有
権
者
の
た
め
の
模
擬

投
票
所
設
置
に
関
す
る｣

陳
情
は
、

投
票
所
に
模
擬
投
票
を
置
く
こ
と

は
、
混
乱
す
る
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
全
会
一
致
で
不
採
択
。

会
議
終
了
後
、
逢
束
の
備
蓄
倉

庫
を
視
察
し
た
。

委
員
長　

桑
本　

賢
治

３
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案
に
つ
い

て
、
各
課
よ
り
説
明
を
受
け
審
査

し
た
。

一
般
会
計
予
算
、
教
育
民
生
関

係
に
お
い
て
は
、
賛
成
８
反
対
２

と
可
決
し
た
。

｢

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し
ん

と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ
の
危
険

性
や
予
後
の
相
談
の
で
き
る
窓
口

な
ど
の
設
置
を
求
め
る｣

陳
情
は
、

賛
成
３
反
対
７
に
よ
り
不
採
択
と

決
し
た
。

｢

精
神
障
が
い
者
の
交
通
運
賃
割

引
制
度
の
適
用
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る｣

陳
情
は
、
全
会

一
致
で
採
択
と
し
た
。

教
民
関
係
特
別
会
計
予
算
４
議

案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
に
よ

り
可
決
し
審
査
を
終
え
た
。

ま
た
、
４
月
12
日
に
町
内
視
察

を
行
っ
た
。

委
員
長　

小
椋　

正
和

当
委
員
会
の
所
管
で
あ
る
一
般

会
計
予
算
の
「
農
林
水
産
費
」「
土

木
費
」
そ
れ
に
「
農
業
集
落
排
水
」

「
下
水
道
」
及
び
「
水
道
」
の
特
別

会
計
予
算
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
本
会

議
に
報
告
し
た
。

ま
た
、
臨
時
議
会
で
補
正
予
算

が
否
決
さ
れ
た
主
要
な
原
因
で
あ

る
芝
の
結
束
機
の
認
識
を
深
め
る

た
め
、
鳥
取
県
芝
生
産
組
合
の
中

本
昭
典
組
合
長
を
参
考
人
と
し
て

招
き
、
芝
生
産
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
聴
取
し
た
。

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願

を
審
査
す
る
に
当
た
り
、
紹
介
議

員
で
あ
る
新
藤
登
子
議
員
か
ら
意

見
を
聞
い
た
。
請
願
審
査
の
結
果

は
、
賛
成
１
反
対
８
と
な
り
、
当

委
員
会
と
し
て
は
「
不
採
択
と
す

べ
き
」
と
な
り
ま
し
た
。

１
１
０
Ｋ
ｗ
の
予
定
発
電
量
に

達
し
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
「
船

上
山
発
電
所
」
の
現
状
を
確
認
す

る
た
め
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

委
員
長　

青
亀　

壽
宏

総
　
　
務

教
育
民
生

農
林
建
設

備蓄倉庫を視察

大高野官衙遺跡を視察

船上山発電所を視察
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地
方
創
生

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会
（
全

議
員
で
構
成
）
は
、
２
月
22
日
の

臨
時
会
に
お
い
て
、
27
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
が
否
決
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
３
月
３
日
に
委
員
会

を
開
催
、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受

け
、
３
月
22
日
定
例
議
会
最
終
日

に
国
の
交
付
決
定
を
受
け
、
追
加

議
案
と
し
て
再
提
出
さ
れ
可
決
さ

れ
た
。
可
決
後
、
た
だ
ち
に
委
員

会
を
開
催
し
た
。

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
は
、｢

執
行
に
あ
た
っ
て

は
議
会
地
方
創
生
調
査
特
別
委
員

会
と
十
分
協
議
の
上
実
施
す
る
こ

と｣

の
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で

議
決
し
た
。

委
員
長　

高
塚　
　

勝

地方創生加速化交付金事業
（全体予算　8,461 万円）

未来へつなぐ☆琴浦農業プロジェクト	 5,200 万円
めざせ健康寿命日本一	 2,800 万円
鳥取中部広域観光事業	 461 万円

特に議論が集中した事業は
「未来へつなぐ☆琴浦農業プロジェクト」の内

＊旧以西小学校を就農希望者宿泊施設設計費
	 700 万円
＊琴浦町紹介関西テレビ番組作成委託料
	 1,000 万円
＊芝生産管理機（芝結束機）製作委託費
	 1,200 万円

琴浦町議会の
議案審査の流れ

町 長

議案に対し、賛成か反対か決定する。定例会（年
４回）と臨時会がある。

・町政に対して一般質問と緊急質問が出来る
・一部議案などは委員会に審査付託できる

委員会
所管する事項を調査するし、付託された案件について審査し本
会議に報告する

委員会の種類
　常任委員会（任期２年、議員は２つ以上に所属）
　・総務常任委員会（11 名）	 ・教育民生常任委員会（11 名）
　・農林建設常任委員会	 （10 名）	・広報常任委員会（６名）
　特別委員会（任期は調査が終了するまで）
　・企業誘致推進特別委員会	（６名）
　・地方創生調査特別委員会	（全員）
　議会運営委員会	 （６名）
　・議会運営全般に関する協議をする　

本会議
（説明・質問）

本会議
（討論・採決）委員会

（審査・採決）議 会

全 員 協 議 会

議案提出

議会全般について協議する

上記会議は、
どなたでも傍聴が出来ます。

議案提出 審査付託 報　告
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質問議員 質　問　事　項 掲載ページ

桑　本　賢　治 ①労働問題について
②地方創生のための政策と事業について 11

高　塚　　　勝
①地区 ･自治会創生について
②役場庁舎について
③Ｉターン者、Ｕターン者との懇談会について

12

新　藤　登　子 ①農業体験者の宿泊施設について
②家庭から出る枝木雑草の収集について　 13

青　亀　壽　宏
①ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）大筋合意による琴浦町への影響と
対策
②「琴浦町における『人権 ･同和教育』」について

14

大　平　高　志 ①町づくりの取り組みについて
②教科書採択の実施状況について 15

澤　田　豊　秋

①障害者差別解消法の施行に向けた、町長、教育長の所信と本町の取
り組みについて
②インクルーシブ保育・教育の推進について
③臨時 ･ 非常勤職員等の任用について

16

桑　本　　　始 ①農林業センサスに見る農業後継者対策と農業振興策について 17

藤　本　則　明 ①防災対策（訓練等）について 18

小　椋　正　和
①中山間地域振興について
②小学校跡地、保育園跡地、公共施設跡地活用について
③農業振興について

19

語　堂　正　範

①食育について
②グルメのまち琴浦の体制強化を
③機能強化「重点道の駅」選定による今後の展開について
④民間等からの財源を活用した地域づくりとふるさと納税、ふるさと
チョイスの更なる活用について

⑤未来の琴浦町農業の展望と次世代の農業者確保について
⑥ホームページ等を活用した町の情報発信はどのようになっているの

か

20

川　本　正一郎 ①「安心して暮らせるまちづくり」について 21

※色のつけてあるテーマについて、本紙で詳しく紹介しております。
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労働者の認識について

労働者と使用者は
対等の立場で

問

答
桑本　賢治 議員

労

働

問

題

町
民
の
80
％
が
労
働
者
で
あ
り
、

専
門
的
な
行
政
機
関
は
重
要
で
あ

る
が
、
町
に
担
当
者
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。山

下
町
長

　

労
働
基
準
法
を
始
め
と
す
る
労
働
関
係

諸
法
に
則
っ
た
労
使
自
治
が
尊
重
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。

　

町
に
独
自
の
別
個
の
組
織
を
作
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

県
の
調
査
ど
う
受
け
止
め
る

の
か

　

県
は
、
平
成
27
年
度
職
場
環
境
実
態
調

査
を
実
施
し
、
結
果
を
公
表
し
た
。

　

調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点

を
町
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
う
改

善
を
図
る
の
か
。

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

山
下
町
長

町
と
し
て
は
、
人
権
を
大
切
に
す
る
取

り
組
み
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
す
る
取
り

組
み
等
、こ
れ
ら
を
有
機
的
に
関
連
付
け
、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
い
く
視
点
で

取
り
組
む
。

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を

　

改
正
パ
ー
ト
労
働
法
が
昨
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
非
正
規
職
員

の
待
遇
改
善
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

改
善
を
図
っ
て
い
る

山
下
町
長

　

労
働
基
準
法
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
。

引
き
続
き
改
善
を
図
っ
て
行
く
。

…
…
…
課
長
の
補
足
説
明
…
…
…

▽
西
長
総
務
課
長

　

町
に
は
、
非
正
規
職
員
が
約
３
０
０

人
い
る
。
４
月
よ
り
休
暇
制
度
、
通

勤
手
当
の
見
直
し
を
行
う
予
定
。

地

方

創

生

親
子
ふ
れ
あ
い
の
場
を

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
東
伯

総
合
公
園
に
遊
具
な
ど
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

前
向
き
に
検
討
す
る

山
下
町
長

　

｢

琴
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略｣

に
お
い
て
、
総
合
公
園
は
健

康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す
取
り
組
み
の
拠

点
と
し
て
お
り
、「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
前
向
き
に
検

討
す
る
。芝

張
り
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
の
設
置
は

　

町
に
は
、
芝
を
活
用
し
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

既
存
の
施
設
の
有
効
活
用
を　

山
下
町
長

　

身
近
な
芝
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
な

ど
、
既
存
の
町
公
共
施
設
等
の
有
効
利
用

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 問

問

問

問

答

答

答

答

答

東伯総合公園



一 般 質 問

ことうら議会だより　第48号　2016年 5月 1日― 12 ―

地区・自治会創生を

意義あると考える

問

答
高塚　　勝 議員

自
治
会
創
生

国
は
、
全
国
の
都
道
府
県
・
市
町

村
に
対
し
て
、
地
方
の
地
域
振
興

や
活
性
化
を
図
る
た
め
地
方
創
生
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
我
が
町
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
９
地
区
及
び
町
内
各
自
治
会
に
対

し
て
、
住
民
参
画
に
よ
る
各
地
区
及
び
各

自
治
会
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
、
地
区

及
び
自
治
会
の
創
生
事
業
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
。

　

各
地
区
及
び
各
自
治
会
か
ら
の
計
画
に

対
し
、
基
準
を
定
め
て｢

地
域
づ
く
り
支

援
事
業
交
付
金｣

を
交
付
し
て
は
ど
う
か
。

山
下
町
長

地
方
創
生
の
実
質
的
始
動
年
で
あ
り
、

自
治
会
活
動
の
充
実
を
重
点
項
目
と
し
て

掲
げ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
総
合
力
を
高
め
る
こ
の
様
な
取

り
組
み
に
対
し
て
、
町
と
し
て
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
事
は
意
義
あ
る
と
考
え
ま

す
。
提
案
の
自
治
会
や
各
地
区
で
の
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

役　

場　

庁　

舎

役
場
に
総
合
受
付
を

　

役
場
に
来
ら
れ
た
方
が
、
総
合
受
付
が

な
い
た
め
、
ど
こ
に
行
っ
て
よ
い
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
総
合
受
付
を
設
置
し
て
対
応

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

検
討
し
ま
す

山
下
町
長

わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
課
名
や
業
務
名
等
の
案
内
板
や

役
場
の
略
図
を
設
置
し
て
案
内
し
て
い
ま

す
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
案
内

窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

役
場
に
職
員
休
憩
所
を

　

職
員
の
昼
食
は
、
照
明
も
消
え
た
薄
暗

い
仕
事
場
で
取
っ
て
い
ま
す
。そ
の
姿
は
、

と
て
も
見
苦
し
く
感
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
休
憩

室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。設

置
は
困
難

山
下
町
長

昼
食
時
に
自
席
で
食
事
を
取
っ
て
い
る

職
員
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
事

が
取
れ
る
場
所
が
無
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
休
憩
中
の
電
話
対
応
や
窓
口
で

の
対
応
な
ど
も
出
来
る
と
い
う
側
面
も
あ

り
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
設
置
は
、
財
政
的

な
事
と
、ス
ペ
ー
ス
の
理
由
で
困
難
で
す
。

昼
食
は
会
議
室
等
利
用

　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
新
設
し
な
く
て
も
、

会
議
室
等
を
利
用
す
べ
き
。
仕
事
場
と
食

事
を
す
る
と
こ
ろ
は
分
離
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

…
…
…
課
長
の
補
足
説
明
…
…
…

▽
西
長
総
務
課
長

　

何
か
改
善
で
き
る
方
策
を
検
討
し

て
み
る
。

問

問

問問

答

答

答

本庁舎入口



一 般 質 問

― 13 ―第48号　2016年 5月 1日　ことうら議会だより

農業体験に
町営住宅の活用を

｢コーポラスことうら｣は
条件が合えば可能

問

答
新藤　登子 議員

宿

泊

施

設

受
け
入
れ
る
農
家
で
は
、
体
験
者

が
宿
泊
で
き
る
自
宅
の
一
部
を

提
供
と
も
い
か
ず
、
か
な
り
苦
慮
し
て
お

ら
れ
る
。
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
、
体
験
者
の
方
に
は
随
時
、
町
営
住
宅

へ
の
入
居
が
で
き
る
よ
う
に
受
け
入
れ
の

配
慮
が
で
き
な
い
か
。

山
下
町
長

町
営
住
宅
は
、規
制
が
あ
る
た
め
困
難
。

コ
ー
ポ
ラ
ス
こ
と
う
ら
で
あ
れ
ば
、
入
居

条
件
が
合
え
ば
可
能
で
あ
る
が
、
い
つ
入

居
す
る
か
分
か
ら
な
い
方
の
た
め
に
住
宅

を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
。
旧
以
西
小
学

校
の
校
舎
の
２
階
部
分
を
改
修
し
、
宿
泊

兼
研
修
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

随
時
入
居
は
無
理
か

　

体
験
で
来
る
人
は
、琴
浦
町
で
学
ん
で
、

琴
浦
町
に
移
住
を
し
て
農
業
の
後
継
者
と

し
て
頑
張
り
た
い
と
い
う
思
い
で
来
て
お

ら
れ
る
。
随
時
入
居
で
き
な
い
の
か
。

…
…
…
課
長
の
補
足
説
明
…
…
…

▽
福
本
建
設
課
長

　

コ
ー
ポ
ラ
ス
こ
と
う
ら
は
、
入
居

の
条
件
が
合
え
ば
、
そ
の
都
度
考
え

て
い
き
た
い
。

　

空
き
が
あ
れ
ば
、
随
時
受
け
付
け

の
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
一

年
以
上
の
入
居
の
方
を
対
象
と
し
て

い
る
。

ゴ
ミ
の
収
集

家
庭
か
ら
出
る
枝
木
、
雑
草

の
収
集
に
つ
い
て

　

庭
の
手
入
れ
で
発
生
す
る
枝
木
、
雑
草

の
処
理
で
困
っ
て
い
る
。
月
１
回
く
ら
い

の
収
集
は
で
き
な
い
か
。

財
政
的
な
負
担
が
出
る

山
下
町
長

町
内
の
業
者
に
委
託
す
る
と
委
託
料
が

発
生
す
る
。
ご
み
処
理
の
た
め
の
財
政
的

な
負
担
が
出
て
く
る
。

ゴ
ミ
袋
の
厚
み
の
検
討

　

ゴ
ミ
袋
の
厚
み
が
薄
す
ぎ
る
の
で
、
枝

木
を
入
れ
た
ら
裂
け
る
。
も
う
少
し
厚
く

で
き
な
い
か
。

…
…
…
課
長
の
補
足
説
明
…
…
…

▽
小
塩
町
民
生
活
課
長

　

破
れ
や
す
い
も
の
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
違
う
可
燃
性
の
も
の
も
袋
に

入
れ
て
出
せ
ば
可
能
で
は
な
い
か
と

思
う
。数

に
制
限
な
く
出
し
て
も
良

い
か

　

週
２
回
の
収
集
日
に
大
き
な
ゴ
ミ
袋
を

二
重
に
し
て
枝
木
、
樹
木
を
何
包
み
も
数

に
制
限
な
く
出
し
て
も
い
い
の
か
。

町
の
ゴ
ミ
袋
で

山
下
町
長

町
の
ゴ
ミ
袋
で
入
る
大
き
さ
の
も
の

だ
っ
た
ら
可
能
で
す
。

問

問問

問問

答

答

答

コーポラスことうら



一 般 質 問

ことうら議会だより　第48号　2016年 5月 1日― 14 ―

Ｔ

Ｐ

Ｐ

町
長
は
、
琴
浦
町
の
農
業
に
対
し

て
重
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
は
、
国
会
決
議
を
遵

守
し
た
も
の
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
国

会
決
議
に
反
す
る
と
考
え
る
か
。

山
下
町
長

国
会
決
議
に
つ
い
て
は
、
国
会
で
の
議

論
を
注
視
し
、
そ
の
対
応
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
と
認
識
し
て
い
る
。

国
会
決
議
守
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は

　

私
は
、
国
会
決
議
は
守
ら
れ
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
政
府
は
守
ら
れ

て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。町
長
は
ど
う
か
、

今
後
の
対
応
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
聞
い

て
い
る
。確

実
に
動
い
て
い
く

山
下
町
長

好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
大

き
な
地
球
規
模
の
広
範
な
新
た
な
シ
ス
テ

ム
と
し
て
確
実
に
動
い
て
い
く
と
認
識
し

て
い
る
。政

治
姿
勢
示
せ

　

町
村
会
で
決
議
も
あ
げ
て
い
る
だ
ろ

う
。
大
筋
合
意
の
段
階
で
、
こ
れ
を
ど
う

評
価
し
、
ど
う
い
う
立
場
で
が
ん
ば
る
か

は
、
議
会
で
町
長
が
表
明
す
べ
き
最
低
限

の
政
治
姿
勢
で
は
な
い
か
。

ス
タ
ー
ト
を
想
定
し
対
応

山
下
町
長

全
国
町
村
会
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
反
対
で
す

が
、
私
と
し
て
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
だ

ろ
う
と
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
を
想
定
し
て

具
体
的
な
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

転
作
の
飼
料
作
物
な
く
な
れ
ば

　

前
回
の
試
算
は
、
鳥
取
県
で
酪
農
が
な

く
な
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
今
度
は

関
税
引
き
下
げ
の
影
響
は
半
分
程
度
と
い

う
。
酪
農
家
の
転
作
の
飼
料
作
物
が
な
く

な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

答
え
た
く
な
い

山
下
町
長

仮
定
の
話
に
は
答
え
た
く
な
い
が
危
惧

し
て
い
る
。

人
権
・
同
和
教
育

同
和
教
員
加
配
あ
る
の
か

　

同
和
地
区
を
抱
え
る
学
校
へ
の
教
員
加

配
を
県
教
委
は
や
っ
て
い
る
の
か
、
や
っ

て
い
な
い
の
か
。

無
い

小
林
教
育
長

無
い
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
の
機
会
均
等
に
反
す
る

　

同
和
加
配
は
な
い
。
特
定
の
地
域
の
子

ど
も
た
ち
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
教
師
が

出
向
い
て
無
料
出
張
学
習
塾
の
よ
う
な
こ

と
を
や
る
の
は
、
教
育
の
機
会
均
等
に
反

す
る
の
で
は
な
い
か
。

反
論
す
る
力
つ
け
る
必
要
あ
る

小
林
教
育
長

部
落
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
て
部

落
差
別
や
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
出
会
っ
た

と
き
、
反
論
す
る
力
を
付
け
る
必
要
が
あ

る
。彼
ら
が
お
か
れ
て
い
る
立
場
は
違
う
。

TPP国会決議
守られているか

国会議論を
注視・対応検討

問

答
青亀　壽宏 議員

問答問

問問

問

問 答

答

答答答

心配だな
モー



一 般 質 問

― 15 ―第48号　2016年 5月 1日　ことうら議会だより

独自支援策の検討を

今後の検証の中で
考える

問

答
大平　高志 議員

町

づ

く

り

人
口
減
、
定
住
対
策
と
し
て
出
産

祝
い
金
制
度
の
範
囲
拡
充
、
町
職

員
特
別
採
用
枠
や
地
元
就
職
祝
い
金
制
度

創
設
な
ど
独
自
支
援
策
の
検
討
を
し
な
い

か
。

山
下
町
長

出
産
祝
い
金
の
拡
充
は
考
え
て
な
い

が
、今
後
、子
育
て
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

職
員
採
用
は
、
特
別
な
資
格
や
能
力
の

あ
る
者
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
も
良
い
。

地
元
就
職
祝
い
金
制
度
は
課
題
が
多
く
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
。
移
住
・
定
住
全
体
の

中
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町
も
雇
用
の
場
だ
が

　

民
間
の
意
識
調
査
で
は
、
い
い
仕
事
が

あ
れ
ば
地
方
で
働
き
た
い
と
い
う
問
題
が

伺
え
る
。

　

子
ど
も
も
あ
る
程
度
大
き
く
な
り
、
思

い
つ
く
年
齢
が
30
代
後
半
だ
と
思
う
が
現

実
的
に
難
し
い
。

　

町
も
雇
用
の
場
の
一
つ
と
思
う
が
ど
う

か
。

政
策
的
に
考
え
て
い
る

山
下
町
長

35
歳
か
ら
45
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
部
分
と

い
う
も
の
を
政
策
的
に
採
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を

　

昨
年
の
９
月
議
会
で
質
問
し
た
が
、

新
築
資
金
補
助
制
度
を
創
設
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
復
活
し
、
定
住
と
空
き

家
対
策
を
行
わ
な
い
か
。

29
年
以
降
に
検
討

山
下
町
長

対
象
は
、
槻
下
と
き
ら
り
団
地
と
な
っ

て
い
る
。
制
度
を
町
内
全
域
に
広
げ
る
こ

と
は
、
限
ら
れ
た
財
源
か
ら
非
常
に
厳
し

い
。リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
経
済
的
効
果
は

大
き
い
。
平
成
29
年
度
の
予
算
化
を
含
め

検
討
し
た
い
。

関
西
事
務
所
の
効
果
は

　

企
業
誘
致
の
見
通
し
は
ど
う
か
、
ま
た

設
置
か
ら
一
定
年
限
が
経
過
し
た
関
西
事

務
所
の
効
果
検
証
は
行
わ
な
い
か
。

目
標
達
成
の
見
通
し

山
下
町
長

今
年
の
11
月
に
淡
水
魚
養
殖
の
林
養
魚

場
が
赤
碕
新
港
に
ギ
ン
ザ
ケ
の
陸
上
養
殖

施
設
を
建
設
、
稼
働
す
る
事
と
な
っ
た
。

28
年
度
末
ま
で
に
誘
致
企
業
１
社
の
目

標
を
達
成
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

来
年
以
降
も
設
置
さ
れ
る
か

　

関
西
事
務
所
は
、
来
年
も
効
果
が
あ
っ

た
と
い
う
事
で
設
置
さ
れ
る
の
か
。

閉
め
る
と
言
う
こ
と

山
下
町
長

関
西
事
務
所
は
、
平
成
27
年
度
末
を

も
っ
て
閉
め
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

教
科
書
採
択

対
策
必
要
で
は

　

県
内
で
も
教
科
書
会
社
が
検
定
中
の
教

科
書
を
教
員
ら
に
見
せ
、
意
見
を
聞
き
、

謝
礼
を
渡
し
て
い
た
問
題
で
該
当
者
が

あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な

疑
義
が
生
じ
な
い
よ
う
に
対
策
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

指
導
し
て
い
く

石
前
教
育
委
員
長

県
教
委
は
、
今
回
の
問
題
で
該
当
教
員

を
厳
正
に
処
分
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

琴
浦
町
に
お
い
て
も
校
長
を
始
め
、
町

内
の
教
員
に
対
し
て
機
会
を
捉
え
て
指
導

し
て
ま
い
り
た
い
。

問

問問

問問

問 答答

答答

答答



一 般 質 問

ことうら議会だより　第48号　2016年 5月 1日― 16 ―

障がい者差別解消の
取り組みは

対応指針を作成　山下町長
人権施策の推進に努める　小林教育長

問

答
澤田　豊秋 議員

差

別

解

消

障
害
者
差
別
解
消
法
が
本
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
差
別

解
消
に
向
け
た
、
町
長
、
教
育
長
の
所
信

と
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

山
下
町
長

障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
権
と
個
性
を
尊

重
し
あ
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
制
定
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
や

基
本
方
針
、
対
応
要
領
、
対
応
指
針
を
作

成
す
る
。小

林
教
育
長

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
差
別
の
な
い
誰
も
が
安
心
・

安
全
で
暮
ら
せ
る
人
権
尊
重
の
社
会
の
実

現
に
向
け
、人
権
施
策
の
推
進
に
努
め
る
。

差
別
解
消
支
援
協
議
会
の
設

置
を

　

障
害
者
差
別
解
消
支
援
協
議
会
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

県
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
検
討

山
下
町
長

今
後
、
県
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

総
合
計
画
の
見
直
し
を　

　

総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
差

別
解
消
法
に
向
け
た
内
容
も
十
分
織
り
込

む
と
共
に
、
表
現
の
自
由
の
名
の
も
と
に

大
変
多
く
の
町
民
が
精
神
的
に
苦
し
ん
で

い
る
現
状
も
あ
り
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

住
み
よ
い
町
願
っ
て
い
る

小
林
教
育
長

差
別
の
実
態
は
現
存
し
て
お
り
、
や
は

り
言
論
の
自
由
あ
る
い
は
表
現
の
自
由
は

あ
る
訳
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
傷
つ
く
人
も

い
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
皆
が
住

み
よ
い
、
住
み
や
す
い
町
に
な
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
・
教

育
の
推
進
に
つ
い
て

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
・
教
育
注
１

の

推
進
に
つ
い
て
、
町
長
・
教
育
長
の
所
見

を
伺
う
。引

き
続
き
努
め
る

山
下
町
長

町
内
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
人
権
や

個
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
実
現
の
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
、
保
育
・
教
育
の
推
進

に
努
め
る
。

子
ど
も
た
ち
の
力
を
伸
ば
す

小
林
教
育
長

個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
目
標
を
設
定

し
、
子
ど
も
た
ち
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く

た
め
の
教
育
を
進
め
て
い
る
。

注
１	

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
・

教
育
と
は

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は
、
包
含
す

る
、
包
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
保

育
・
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
障
が

い
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
あ
ら

ゆ
る
子
ど
も
が
地
域
の
保
育
園
・
学

校
に
入
り
、必
要
な
「
合
理
的
配
慮
」

が
提
供
さ
れ
な
が
ら
、
保
育
・
教
育

を
受
け
る
こ
と
。

問

問

問

問 答

答

答答

答 答

公民館での談笑



一 般 質 問

― 17 ―第48号　2016年 5月 1日　ことうら議会だより

桑本　　始 議員

農林業センサスの
対応策は

琴浦農業プロジェクト
で対応

問

答

農

業

問

題

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

概
数
値
に
対
し
て
、
対
応
策
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

山
下
町
長

農
業
就
業
人
口
は
５
年
前
に
比
べ

５
２
１
人
減
少
し
、
１
，
７
６
５
人
。
年

齢
階
層
別
で
は
65
歳
か
ら
69
歳
が
一
番
多

く
３
３
２
人
で
、
少
な
い
階
層
は
15
歳
か

ら
29
歳
の
21
人
と
若
者
が
少
な
く
高
齢
化

が
進
行
。
農
家
数
も
５
年
前
よ
り
２
５
２

戸
少
な
く
、
１
，
５
５
１
戸
と
な
っ
て
お

り
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
で
未

来
を
つ
な
ぐ
琴
浦
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
計
画
し
て
い
る
。

半
農
半
Ｘ
の
導
入
は

　

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
の
就
業
支
援
策
と
し

て
、
半
農
半
Ｘ
注
１

の
導
入
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

加
速
化
交
付
金
で
取
り
組
む

山
下
町
長

県
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
中
に
豊
か

な
森
や
里
山
資
源
の
活
用
と
し
て
具
体
的

施
策
と
し
て
半
農
半
Ｘ
の
取
り
組
み
推
進

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
琴
浦
町
の
総
合
戦

略
に
も
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
の
就
農
支
援
（
半

農
半
Ｘ
）
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

就
農
体
験
ツ
ア
ー
、
廃
校
舎
を
利
用
し

た
宿
泊
施
設
を
計
画
し
、
地
域
の
実
践
指

導
者
や
町
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
等
関
係

機
関
に
よ
る
農
業
技
術
面
や
生
活
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
支
援
組
織
を
整
備
し
、

新
規
就
農
者
の
確
保
を
行
い
た
い
。

注
１	

半
農
半
Ｘ
と
は

農
業
を
営
み
な
が
ら
他
の
仕
事
に

も
携
わ
り
、
双
方
で
生
活
に
必
要
な

所
得
を
確
保
す
る
し
く
み
（
い
わ
ゆ

る
兼
業
就
農
）。
例
え
ば
半
農
半
看

護
、
半
農
半
Ｉ
Ｔ
な
ど
。

研
修
制
度
の
広
域
化
を

　

農
業
研
修
制
度
を
広
域
化
で
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

協
力
し
整
備
す
る

山
下
町
長

農
業
研
修
制
度
は
、
県
内
全
域
で
整
備

さ
れ
て
お
り
、
農
業
大
学
校
等
、
国
、
県

及
び
担
い
手
育
成
機
構
と
協
力
し
整
備
を

考
え
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
の
対
策
は

　

耕
作
放
棄
地
に
、
桑
の
葉
、
生
薬
に
よ

る
産
地
化
と
、｢

耕
作
放
棄
地
再
生
推
進

事
業｣

で
農
業
委
員
全
員
で
復
元
（
モ
デ

ル
園
）
さ
れ
て
は
。

桑
の
葉
、生
薬
も
検
討
課
題
に

福
田
農
業
委
員
会
会
長

ポ
ロ
タ
ン
8.3 

ha
を
10 

ha
ま
で
増
反

し
、次
に
桑
の
葉
や
生
薬
も
検
討
し
た
い
。

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で

検
討
さ
せ
て
欲
し
い
。

問

問問

問

答

答答

答

春ネギの出荷風景



一 般 質 問

ことうら議会だより　第48号　2016年 5月 1日― 18 ―

防災対策（訓練等）は
どのように

津波の避難訓練は海岸
域一斉に考えている

問

答
藤本　則明 議員

防

災

対

策

町
内
各
地
で
訓
練
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
私
が
住
ん
で
い
る
部
落

で
も
昨
年
末
津
波
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

津
波
に
つ
い
て
は
部
落
ご
と
の
訓
練
も

重
要
で
あ
る
が
、
海
岸
域
全
住
民
を
対
象

と
し
た
一
斉
避
難
訓
練
の
実
施
が
不
可
欠

で
は
な
い
か
。

山
下
町
長

平
成
23
年
に
沿
岸
部
全
域
を
対
象
に
避

難
訓
練
を
実
施
。
翌
年
に
は
、
沿
岸
部
の

各
区
長
に
浸
水
区
域
の
説
明
を
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
に
は
全
国
一
斉
の
緊

急
地
震
速
報
の
訓
練
で
沿
岸
の
自
治
会
13

部
落
１
４
６
人
の
参
加
で
実
施
し
た
。

避
難
経
路
を
確
立
し
て
は

　

避
難
す
る
に
あ
た
っ
て
同
じ
道
路
に
集

ま
る
と
渋
滞
が
起
き
、
逃
げ
る
ど
こ
ろ
で

は
な
い
と
以
前
申
し
上
げ
た
。
避
難
経
路

を
早
急
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

取
り
組
み
た
い

山
下
町
長

　

訓
練
対
象
全
地
域
の
区
長
さ
ん
方
に
総

合
的
に
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

…
…
…
課
長
の
補
足
説
明
…
…
…

▽
西
長
総
務
課
長

　

地
区
毎
に
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て

一
律
で
は
な
い
の
で
、
地
域
に
あ
っ

た
訓
練
を
考
え
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
。小

・
中
学
校
で
の
防
災
教
育

の
取
り
組
み
は

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
に
お
け
る
具
体

的
な
防
災
教
育
の
実
施
並
び
に
今
後
の
対

応
は
。

引
き
続
き
推
進
す
る

石
前
教
育
委
員
長

　

防
災
意
識
啓
発
の
取
り
組
み
は
、
少
年

期
か
ら
繰
り
返
し
行
う
事
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
防
災
教
育
や
避
難
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
が
、
災
害
時

に
児
童
生
徒
が
み
ず
か
ら
の
判
断
で
み
ず

か
ら
の
命
を
守
れ
る
よ
う
引
き
続
き
防
災

教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

安
全
確
保
を
第
一
に　
　
　

小
林
教
育
長

　

防
災
計
画
を
作
成
し
、
年
間
計
画
に
基

づ
き
防
災
教
育
、
避
難
訓
練
等
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
校
区
が
海
岸
に
面
し
て

い
る
学
校
に
つ
い
て
は
地
震
発
生
と
そ
の

後
の
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
も
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

を
第
一
に
置
き
、
引
き
続
き
、
防
災
教
育

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

消
防
団
の
重
要
性
は

　

防
災
に
あ
た
っ
て
、
消
防
団
の
重
要
性

を
ど
う
考
え
る
。

ま
す
ま
す
重
要

山
下
町
長

　

琴
浦
町
の
消
防
団
の
士
気
は
高
い
。
機

動
力
に
つ
い
て
言
え
ば
有
事
に
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
重
要

な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
。

問問

問

問

答答

答

答答

防災訓練の様子



一 般 質 問

― 19 ―第48号　2016年 5月 1日　ことうら議会だより

中
山
間
地
域
振
興

中
山
間
地
域
で
の
地
域
を
維
持

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
具
体

的
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

山
下
町
長

28
年
度
か
ら
新
た
に
集
落
支
援
員
の
配

置
を
予
定
し
て
い
る
。
町
と
連
携
し
て
集

落
内
の
状
況
や
、
町
長
自
ら
出
向
い
て
話

し
合
い
を
進
め
て
行
き
た
い
。

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は

　

す
で
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
人
材
も

い
な
い
地
域
に
対
し
て
、
活
性
化
に
取
り

組
む
対
応
は
あ
る
の
か
。

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も
必
要

山
下
町
長

集
落
単
位
で
は
な
く
、
周
辺
の
集
落
同

士
と
の
話
し
合
い
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

特
定
助
成
は

　

地
域
伝
統
文
化
の
継
承
、環
境
保
全
等
、

集
落
で
の
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
対

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
利
用
し
特
定

自
治
助
成
制
度
を
創
設
し
な
い
か
。

上
乗
せ
を
検
討
す
る

山
下
町
長

自
ら
地
域
活
性
化
や
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
行
う
自
治
会
な
ど
へ
は
、
部
落
自
治

振
興
費
の
上
乗
せ
な
ど
、
地
域
運
営
の
在

り
方
や
、
支
援
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

跡

地

活

用

跡
地
活
用
の
進
展
は

　

旧
小
学
校
跡
地
活
用
は
あ
る
の
か
。

　

以
西
小
の
活
用
策
が
進
展
し
て
い
る
よ

う
だ
が
実
態
は
ど
う
か
。

活
用
を
図
る

山
下
町
長

今
後
も
企
業
や
地
域
の
方
に
活
用
を

募
っ
て
行
き
た
い
。

旧
以
西
小
２
階
部
分
に
つ
い
て
は
、
農

業
関
連
施
設
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
い

る
。

活
用
が
困
難
な
要
因
は

　

他
の
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
活
用
策

が
見
出
せ
な
い
要
因
は
な
に
か
。

困
難
な
一
面
も
あ
る

山
下
町
長

関
西
事
務
所
で
の
県
内
誘
致
企
業
と
の

意
見
交
換
会
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
活

用
内
容
が
一
致
し
な
い
な
ど
、
困
難
な
一

面
も
あ
る
。

個
人
起
業
家
へ
の
活
用
は

　

旧
小
学
校
跡
地
活
用
は
、
大
企
業
誘
致

で
は
な
く
し
て
、
個
人
の
起
業
家
へ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
募
集
し
、
集
合
個
人

起
業
家
団
地
と
し
て
の
活
用
は
図
れ
な
い

か
。

校
舎
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す

山
下
町
長

　

個
人
起
業
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
ま
だ
把
握

し
て
い
な
い
が
、
良
い
提
案
で
あ
る
が

色
々
な
問
題
も
あ
る
。
ま
ず
は
小
学
校
の

校
舎
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
活
か
し
た
い
。

中山間地域振興は
どのように

自ら出向いて
話し合いを進める

問

答
小椋　正和 議員

問問

問

問

問

問 答

答答

答

答

答

活用が予定されている旧以西小学校
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グルメのまち琴浦の
推進を

琴浦ブランド化の
推進に取り組む

問

答

グ
ル
メ
の
ま
ち

グ
ル
メ
の
ま
ち
琴
浦
町
を
推
進
、

発
信
す
る
に
は
、
町
内
に
連
携
、

協
力
を
行
う
組
織
が
な
け
れ
ば
難
し
い
と

考
え
る
。
推
進
す
る
体
制
づ
く
り
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

山
下
町
長

琴
浦
町
は
グ
ル
メ
の
ま
ち
と
し
て
認
知

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
来
年
度
以
降
は
、
地
方

創
生
事
業
と
し
て
琴
浦
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

…
…
…
課
長
の
補
足
説
明
…
…
…

▽
小
泉
商
工
観
光
課
長

　

グ
ル
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し

て
い
く
母
体
と
し
て
、
琴
浦
町
観
光

協
会
、
琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
が

主
な
団
体
と
思
っ
て
い
る
。

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
精
査
を

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
が
古
く
な
っ
て

い
る
。
あ
る
程
度
、
柱
に
な
る
も
の
と
し

て
、
グ
ル
メ
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
新
た
な
る
構
築
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

…
…
…
課
長
の
補
足
説
明
…
…
…

▽
小
泉
商
工
観
光
課
長

　

語
堂
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、

見
直
し
の
検
討
を
次
年
度
に
は
行
い

た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
活
用
を

　

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は
、
町
の
財
源
を
確
保

す
る
一
つ
の
手
法
と
し
て
活
か
せ
る
も
の

だ
と
考
え
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た
な

る
活
用
、
寄
付
金
募
集
を
検
討
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

可
能
な
も
の
は
活
用
す
る

山
下
町
長

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
平
成
28

年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
対

象
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

基
金
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も

　

ふ
る
さ
と
未
来
夢
基
金
注
１

を
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
活
用
し
な
い
か
。

検
討
す
る

山
下
町
長

４
つ
の
枠
組
み
で
活
用
で
き
な
い
か
検

討
す
る
。

注
１	

ふ
る
さ
と
未
来
夢
基
金
と

は
ふ
る
さ
と
へ
の
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
を
受
け
入
れ
る
た
め
「
琴

浦
町
ふ
る
さ
と
未
来
夢
基
金
」
を
設

置
、
自
然
環
境
の
保
全
、
次
世
代
育

成
の
支
援
、
高
齢
者
福
祉
の
増
進
、

地
域
活
力
の
創
出
等
を
図
る
た
め
活

用
し
て
い
る
。

語堂　正範 議員

問問

問

問

答

答

答

琴浦特産品カタログ

ふるさと未来夢寄附金パンフレット
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町

づ

く

り

平
成
27
年
度
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
基
本
理
念
と

し
て
４
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
が
、
そ

の
実
施
状
況
と
成
果
を
伺
う
。

山
下
町
長

昨
年
度
よ
り
の
人
口
減
対
策
を
引
き
継

ぎ
、｢

琴
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略｣

を
策
定
し
た
。

結
婚
、
出
産
、
育
児
教
育
関
連
で
は
、

婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
新
婚
家
庭
定

住
促
進
、
第
三
子
保
育
料
無
償
、
第
二
子

保
育
料
半
額
免
除
、
休
日
保
育
な
ど
各
事

業
を
実
施
し
た
。

安
心
・
安
全
と
い
う
面
で
は
、
危
険
家

屋
実
態
調
査
、
急
傾
斜
崩
落
対
策
、
河
川

改
修
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
な
ど

で
あ
り
ま
す
。

健
康
増
進
は
、
介
護
予
防
、
予
防
接
種
、

検
診
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

明
日
の
ふ
る
さ
と
を
支
え
る
人
づ
く
り

で
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
の
設
置
、

地
域
づ
く
り
団
体
と
の
連
携
、
鳥
大
と
の

連
携
、
人
権
・
同
和
教
育
、
国
際
交
流
、

定
住
外
国
人
の
支
援
事
業
で
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化
で
は
、
頑
張
る
農

家
プ
ラ
ン
、
販
路
開
拓
、
観
光
振
興
、
こ

と
う
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
、
企
業
誘
致
な
ど
の

事
業
を
実
施
し
た
。

小
林
教
育
長

保
育
園
、
子
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
福
祉
関
係
と
連
携
を
持
ち
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

地
方
創
生
の
基
盤
は
、
地
域
に
お
い
て

人
を
育
て
る
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
学
校

教
育
、
社
会
教
育
、
人
権
・
同
和
教
育
を

柱
と
し
て
、
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を

　

地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
琴
浦

町
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
ア
ッ
プ
と
し
て

『
食
の
る
つ
ぼ
』
の
推
進
と
強
化
が
必
要

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

評
価
は
難
し
い

山
下
町
長

県
内
で
は
琴
浦
と
い
う
認
知
度
は
高
い

町
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
県
外
に
お
け

る
認
知
度
の
評
価
は
難
し
い
。

文
化
財
の
活
用
事
業
は

　

琴
浦
ブ
ラ
ン
ド
は
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
絶
え
間
な
い

努
力
の
継
続
で
成
り
立
つ
と
思
う
。

　

魅
力
あ
る
琴
浦
の
文
化
財
の
再
確
認
と

活
用
事
業
は
ど
う
か
。

活
性
化
に
努
め
る

山
下
町
長

大
高
野
官
衙
遺
跡
や
赤
崎
台
場
が
国
の

史
跡
に
な
っ
た
。
文
化
財
を
単
体
で
学
術

的
な
も
の
に
止
め
ず
、
他
の
施
設
と
一
体

的
な
取
り
組
み
を
し
て
観
光
や
町
の
活
性

化
に
努
め
た
い
。

保
存
と
活
用
考
え
る

小
林
教
育
長

大
高
野
官
衙
遺
跡
と
斎
尾
廃
寺
の
一
帯

を
保
存
活
用
す
る
た
め
の
、
文
化
庁
や
県

立
博
物
館
な
ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
が
開

か
れ
て
い
る
。
魅
力
あ
る
琴
浦
を
発
信
す

る
た
め
、
観
光
も
併
せ
て
保
存
と
活
用
を

考
え
て
い
き
た
い
。

安心して暮らせる
町づくりの成果は？

｢創生総合戦略｣ を策定　山下町長
人を育てる教育が重要　小林教育長

問

答
川本正一郎 議員

問

問問

答

答

答答

答

大高野官衙遺跡の航空写真
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「明日の琴浦  町を語る会」の開催         

問  松本翔太（総務委員）
琴浦町の海はとてもきれいです。逢束を海水浴

場にしたいと考えました。しかし、砂浜や岩場が
汚いです。海をきれいにすることが大切だと考え
ますがどうでしょうか。
答  山下町長

海水浴場はなかなか難しいのかなと思っており
ます。

ボランティアと一緒になってきれいな海岸線と
いうものを維持していくと考えております。
答  小林教育長

海岸全てがきれいな状態で残ればいいなと思っ
ています。自然を生かしたスポーツであれば、そ
れは本当に絶好の場所ではないのかなと思ってお
ります。
問  武信　翔（学習委員長）　　

海岸清掃だけではなくて、子どもたちが遊べる

ように公園整備なんかも、したほうがいいと思い
ます。
答  山下町長

魅力的な海岸というのを守っていくということ
は重要なことでありますし、そういうことを参考
にしながら取り組んでいきたいと思っています。

琴浦町の海をきれいにする取り組みについて

3 月 1 日に教育委員会が主催で、東伯
中学校生徒議場体験学習として「明日の
琴浦町を語る会」が開催された。

生徒を代表して生徒会執行部 11 名が参
加、「斎尾廃寺跡を町のシンボルとして整
備し、関連する白鳳祭の充実・リニュー
アルについて」と「琴浦町の海をきれい
にする取り組みについて」の 2 案が提案
された。

初めての議場に緊張、戸惑いがあったと
思うが、堂々と町長・教育長に向けて質
疑を行う姿はとても頼もしく感じた。
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「明日の琴浦  町を語る会」の開催         東伯中学校
模 擬 議 会

問  河本美生奈（給食委員長）
斎尾廃寺跡は山陰唯一の特別史跡でもあり有名

です。CG などはあるが建物がないのはもったい
ないです。琴浦町のシンボルとして、観光客を呼
ぶのにもふさわしいと考えます。
答  山下町長

貴重な提案をありがとうございました。
国の特別史跡は全国に 61 ありますけれども、

山陰地方では斎尾廃寺だけであります。もっと全

国的にも PR して、観光客がもっと訪れるように、
一生懸命取り組んでいきたいと考えます。
問  奥山玲衣香（図書委員長）

私は毎年白鳳祭を楽しみにしていますが、たく
さんの人が来られても車の置場がない。

駐車場を広げたらいいと思うのですがどうです
か。
答  山下町長

駐車場をどうするかということにつきまして
は、優先順位なども考えながら考えていくことに
なると思います。
問  上山勝也（生活委員長）　　

白鳳祭はサッカー場だけでなく、体育館なども
使ったりして、規模を拡大して行った方がよいと
考えますがどうですか。
答  山下町長

もっと改善したり、もっといろんな工夫という
のがやっぱりあると思います。

引き続いて研究や検討をしていかなければなら
ないと思っております。

質 疑 答 弁

斎尾廃寺跡を町のシンボルとして整備、
白鳳祭の充実・リニューアルについて



あ
と

　

 

が
き

青 年 の 声
―琴浦町で活躍する青年組織―（その１）

新
緑
の
候
、
草
花
の
香
り
が
清
々
し
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
平
素
よ
り
「
議
会

だ
よ
り
」
を
御
愛
読
い
た
だ
き
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
広
報
常
任
委
員
会
委
員
長
を

再
び
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
議
会
広
報
の
役
割
は
町
民
へ
議

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
を
分
か
り
易
く
伝

え
る
こ
と
が
責
務
と
考
え
ま
す
。

町
民
が
知
り
た
い
こ
と
を
適
確
に
捉

え
、
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
琴
浦
町
議

会
に
対
し
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
作
成
す
る
た
め
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
語
堂　

正
範
）

　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

語
堂　

正
範

副
委
員
長　

大
平　

高
志

委
員　
　
　

青
亀　

壽
宏

委
員　
　
　

高
塚　
　

勝

委
員　
　
　

桑
本　

賢
治

委
員　
　
　

澤
田　

豊
秋

表
紙
写
真

琴浦町を牽引する

５つの青年組織!!

琴
浦
町
商
工
会
青
年
部

琴
浦
町
農
業
青
年
会
議

琴
浦
町
青
年
団

（
一
社
）東
伯
青
年
会
議
所

赤
碕
町
漁
協
青
年
部

こ
の
町
の
若
旦
那
！

私
た
ち
は
、
部
員
・
他
団

体
と
連
携
し
、
こ
の
町
の
若

旦
那
と
し
て
、
皆
さ
ま
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
よ
り
一
層

の
地
域
活
性
・
貢
献
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

農
ア
グ
リ
農
ラ
イ
フ

農
業
青
年
の
集
ま
り
で
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
、
餅
つ
き
、

農
業
委
員
会
と
の
意
見
交
換

会
等
を
行
っ
て
お
り
、
活
動

は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ

プ
し
て
お
り
ま
す
。

面
白
い
こ
と
を

青
年
団
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
等
の
地
域

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
に
向
け
活
動
中
で
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

全
て
に
感
謝
の
心
を

40
歳
以
下
の
会
員
で
組
織

さ
れ
て
お
り
、
本
年
創
立
35

周
年
を
迎
え
ま
す
。「
こ
の
ま

ち
大
好
き
探
偵
団
」
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

海
の
恵
に
感
謝

漁
協
青
年
部
は
漁
場
環
境

保
全
の
た
め
積
極
的
に
海
岸

清
掃
を
行
い
、
ま
た
海
の
日

に
は
「
海
鮮
祭
り
」
に
自
ら

素
潜
り
で
採
っ
た
サ
ザ
エ
や

岩
ガ
キ
を
販
売
し
、
お
い
し

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

部長　宇田川佳郎

会長　真山健太郎 事務局長　藤原　拓也

理事長　都田　雅和 部長　入江　孝伸

　

下
伊
勢
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式
で

し
ら
と
り
子
ど
も
園
の
４
歳
児
が

安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

（
撮
影
／
澤
田　

豊
秋
）


